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掘
機
関
　
　
側
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
藤
井
　
整

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世

（
一
四
世
紀
ｔ
一
五
世
紀
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７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

興
戸
宮
ノ
前
遺
跡
は
京
田
辺
市
の
南
西
部
に
位
置
す
る
。
調
査
地
は
北
側
に

興
戸
古
墳
群
が
、
南
側
に
は
田
辺
天
神
山
遺
跡
が
位
置
す
る
丘
陵
に
挟
ま
れ
た

谷
地
形
に
立
地
す
る
。
調
査
前

は
水
田
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。

過
去
の
調
査
に
よ
っ
て
、　
一

五
世
紀
初
頭
の
遺
物
片
な
ど
と

と
も
に
、
五
輸
塔
の

一
部
が
出

上
し
て
お
り
、
寺
院
関
連
の
遺

倒
構
の
検
出
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

奈

今
回
の
調
査
で
は
、
長
さ
約

五
ｍ
の
木
樋
と
そ
れ
に
伴
う
曲

物
や
区
画
溝
が
検
出
さ
れ
た
が
、
遺
構
面
は
削
平
を
受
け
て
お
り
、
建
物
な
ど

は
検
出
で
き
な
か
っ
た
。
墨
書
の
あ
る
木
板
ω
は
こ
の
区
画
溝
か
ら
漆
椀
や
東

播
系
の
須
恵
器
な
ど
と
と
も
に
出
土
し
た
。

ま
た
、
こ
の
区
画
溝
に
先
行
す
る
井
戸
Ｓ
Ｅ
六
九
の
最
下
層
か
ら
、
墨
書
の

あ
る
山
物
の
底
板
②
が
出
上
し
た
。
こ
の
井
戸
は
石
組
み
桶
枠
の
も
の
で
、
井

戸
枠
の
内
径
は
六
四
卿
、
検
出
面
か
ら
の
深
さ
は
枠
の
底
面
で
約
二
ｍ
で
あ
っ

た
。
井
戸
内
か
ら
は
、
瀬
戸

・
美
濃
、
中
国
産
天
目
茶
椀
や
瓦
質
茶
釜
な
ど
と

と
も
に
墨
書
土
師
皿
が
出
土
し
て
い
る
。
土
師
皿
に
は
内
面
口
縁
部
に
沿
っ
て

「□
南
備
□
」
と
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
中
世
の
神
南
備
信
仰
を
考
え
る
上
で
重

要
な
資
料
で
あ
る
。
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簡
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釈
文
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井
戸
Ｓ
Ｅ
六
九

②

　

「日
□
川
日
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔵
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×
綱
Φ
冨

い
の
墨
書
の
あ
る
木
板
は
、
中
央
部
分
で
折
れ
た
形
で
出
上
し
た
。
板
材
の

四
周
は
面
取
り
加
工
が
な
さ
れ
て
お
り
、
特
に
表
面
か
ら
み
て
左
側
に
あ
た
る

部
分
で
は
、
表
面
か
ら
刀
を
入
れ
て
切
断
し
た
痕
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
文
章
の
判
読
が
困
難
な
た
め
、
こ
の
切
断
と
文
字
の
前
後
関
係

は
不
明
で
あ
る
。
上
部
は
二
次
的
切
断
で
あ
る
。

表
面
に
は
漢
字
と
片
仮
名
交
じ
り
で
三
、
四
行
書
か
れ
て
い
る
が
、
内
容
が

わ
か
る
ほ
ど
に
は
判
読
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
花
押
が
四
カ
所
に
書
か
れ
て
い

る
。
裏
面
に
は
文
字
列
を
三
行

今
つ
ち
左
端
の
一
行
は
花
押
の
可
能
性
も
あ
る
）
確

認
で
き
る
が
、
状
態
が
悪
く
判
読
は
不
能
で
あ
る
。

②
は
墨
書
の
あ
る
直
径

一
二
伽
の
曲
物
の
底
板
で
、
材
は
針
葉
樹
で
あ
る
。

厚
み
は
五
―
九

ｍｍ
と
不
均

一
で
、
板
は
強
く
反
っ
て
い
る
。
側
面
に
細
工
や
孔

の
類
は
な
い
。
墨
書
は
二
な
い
し
三
文
字
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
中
央

の

一
文
字
が

「川
」
と
判
読
で
き
る
の
み
で
あ
る
。

な
お
、
釈
読
は
向
日
市
教
育
委
員
会
の
清
水
み
き
氏
に
お
願
い
し
た
も
の
で

あ
る
。
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